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男女関係解消
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田中　浜子

治
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申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通
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自営業
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治
タイプライタ
１　申立人と相手方とは男女関係を解消するとの調停を求めます。

治
タイプライタ
１　申立人と相手方は、平成＊＊年＊＊月＊＊日に、友人の紹介で知り合い、
親しくなり、１泊で旅行に出かけるようになり、肉体関係を持ちました。
２　平成＊＊年＊＊月に妊娠していることに気づき、相手方に相談したところ
、結婚はしない、おろしてくれと言われ、仕方なく中絶手術をしました。
３　その後、関係がうまくいかず、申立人としては関係を解消したいと相手方
に何度か伝えてましたが、相手方は関係を求めてきます。更に、申立人を自宅
付近で待ち伏せていたり、電話などしつこく付きまとうようになりました。
４　申立人は、相手方とのとの関係を解消したいため、この申立をします。




